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質  問  事  項 回     答 
 

  
 
 

 

平成 18 年実施の地質調査報告書（別紙１）が添
付されておりますが、造成完了後の地耐力が不明
な為、造成後地耐力が 30 ｋ N／㎡確保されてい
ることを前提に見積をしてよろしいでしょうか。
ご教示ください。 

よろしいです。区画整理組合では，造成完了後
の地耐力を 30 ｋ N／㎡以上という設定で造成
工事を行っています。（要求水準書にある通
り，敷地毎の地盤支持力調査は必ず行ってくだ
さい） 

 
 

 
 
 

地質調査報告書の一部であるボーリング柱状図が
添付されておりますが、土質試験データも開示し
ていただけないでしょうか。 

現段階で土質試験データの開示は考えておりま
せん。 

 
 

 
 
 

構造種別は、木造を基本とする。とありますが、
木造とは、木造軸組工法と考えてよろしいでしょ
うか。 

構造について指定はありませんので，木造軸組
工法に限定いたしません。 

 
 

 
  

玄関スロープについて記載がないようですが、見
積もりに含めるのでしょうか。 

含める必要はありません。 
 
 

 
  

本工事に、高齢者向け住戸、車椅子住戸の設定は
ございますか。ご教示ください。 

本工事に，高齢者向け住戸・車椅子住戸は含ま
れていません。 

 
 

 
 
 

別紙３の区画図によると、接道している 13 ｍ道
路に歩道がありますが、歩車道境界ブロックはな
いものと考えてよろしいでしょうか。 

車道と歩道の境界には L 型側溝を設置します。
13 ｍ道路から車を乗入れる敷地については，
別途工事で切下げを設置します。 

 
 

 
 
   

 
 

 
 
   

 
 

 
 
   

 
 

 
 
   

 
 

 
 
   

 
 

 
 
   

 
 

 
 
   

 
 

 
 
   

 
 

 
 
   

 
 

 
 
   

 
 

 
 
   

 
 

 
 
   

 
 

 
 
   

 
 

 
 注１ この質疑応答書は，設計図書等に対して質問がある場合（見積に必要な事項に限る。）に 
   のみ提出して下さい。会社名を記入する必要はありません。 


